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ソ連がベ トミン政府承認を発表したその翌日の2月 1日,アチソン米国務長官は ｢クレムリ
ンによる,インドシナにおけるホ一 ･チ ･ミンの共産主義運動の承認は驚きである｡ソ連がこ
の運動を認めたということは,ホ一 ･チ ･ミンの目的が 『民族主義的』であるという幻想を一
掃せしめ, 彼がインドシナ住民の不倶戴天の敵であるという本性を暴露するものである｣[宮
里 1981:169] と激しく反発する有名な声明を発した｡ フランスがベトミンに対抗して民族主
義勢力を糾合すべく樹立させていた ｢パオダイ ･ベ トナム国｣政府に対し,アメリカはそれま
で同政府をフランスの塊儲政権に近いとの理由から外交的承認を送るべきか否かさんざん悩み


























































党 (以下 ｢中共｣と略することがある)が共に ｢二大陣営論｣を採択して中立主義を欺職だと
排した過程にあっても,特定の陣営に帰属せずに中立の姿勢を守ることを- 少なくとも表






































｢自由タイ｣政府が47年 11月のクーデターで倒れ, タイ政府の支援を獲得することや, タイ
を基盤とした活動の展開がしだいに困難になってきていたという特殊な事情が働いていたこと











いたユーゴスラグィアのチ トー 政府にも承認を要請していた点にここで注目しておこう (50
年2月末ユーゴはべ トミンを承認する)｡ベトミンがこうしたソ連共産党の不興を買っても不
思議ではない行動に出た真意は必ずしも明らかではないoしかし彼らが一方でソ連やコミン




























もっとも中共との関係に限ってみると,ホ一 ･チ ･ミンが49年 12月初頭の時点でもなお中
立的な発言をした背景には,より切迫 した理由もあった｡即ち中国国共内戦を通じ ベ トナム
と隣接する中国南部の広西省と雲南省は国民党軍の支配下に置かれ,中共が建国を宣言 した
49年 10月 1日以降も依然として国民党軍がそれら2省で暫 くの間は侮り難い兵力を擁 してい
たのである｡加えて国民党軍が勢いに乗る中共軍の追撃から逃れるために,国境を越えて トン
キンのベ トミン支配地区に殺到する危険にも晒されていたのであり,事実 49年 11月末から
12月初めにかけ,約 3万の国民党軍が越境 して敗走 してきた [Joyaux1979:57;Chen1969:




は以下の通り整理できよう｡ 第 1に,ベ トミンの反発と妨害工作にも関わらず,フランスのパ
オ ･ダイ擁立工作は着々と進行 しつつあるように映り,フランスから中途半端な内容とはいえ
独立を約束されたパオ ･ダイ政権が,民族主義者を引き寄せる ｢対抗磁場｣に成長する可能性





























(2) ペ トミン承認- 国連加盟問題との関連で
ベ トミンの承認要請に対し中共政府は, ラジオを通じ 中国政府が1月16日にベトナム民
主共和国承認の決定を下したことを1月 18日に発表した [Devilers1975:453]｡但し,｢内
部発行｣の 『毛沢東文稿』によれば,当時ソ連に滞在していた中共の最高意志決定者である毛
















ブ ･リー (TrygveLie)国連事務総長と安保理事会とに突きつけた｡6) それを受けて2日後の
1月10日, マリク (YakovAleksandrovichMalik)ソ連代表は安保理事会国府代表蒋廷献
博士の追放を要求する決議案を提出した｡
対応が注目されたアメリカは, グロス (ErnestA.Gross)国連代表を通 じて, ソ連による
決議案に反対投票すると言明 したが,米政府は問題を実質事項というよりは手続き上の問題と
考えており, ソ連動議への反対投票は米の拒否権行使を意味 しないと発表 した｡グロス米代表
は, 安保理事会理事国 11カ国中 ｢7カ国代表の賛成によってこの間題に決定が下された時に
はそれを受け入れる｣ と,いわば大勢順応の姿勢を表明 したのである｡ フランス代表ショーベ
ル (JeanChauvel) も同様の立場をとっていたことに留意 しておきたい｡
しかし1月 13日, ソ連決議案は6対 3で否決された｡ この時イギ リスとノルウェーは棄梶
している｡7) ソ連は ｢国民党代表の参加 して下された安保理事会の如何なる決定 も合法と認め
ない｣と捨て台詞を吐いて理事会から退場 した｡ これは朝鮮戦争まで続 くソ連の長いボイコッ
トの始まりである [タン･ツオウ 1967:414]｡
この頃安保理事会理事国11カ国中 5カ国 (ソ連,インド,ノルウェー,ユーゴ,英国)が既
に共産中国を承認 していた｡エジプ トそしてフランスも近々承認に回ると予測されていた｡ も
し外交的承認がそのまま安保理事会での票決に反映されるのなら,中共加盟の可能性は小さく
なかったことが分かる｡ じじつソ連議決案否決後の 1月21日, リー事務総長とアチソン米国































で,国府除名決議案はまだ ｢時期尚早 premature｣であろう,と語ったのである [TheCharge
intheUnitedKingdom (Holmes)totheSecretaryofState,January13,1950.ibid.:

































(3) ベ トミン承認- フランスとの関連で
18日の北京政府によるホ一･チ ･ミン承認発表は,大方の予想通りフランスの態度を俄か
に硬化させ,新生中国とフランスが接近する可能性は無論のこと,中共の国連加盟の可能性も
当面は絶たれた｡中ソがベ トミンを承認した直後, 当時のビド- (GeorgeBidault)仏首相
はリー国連事務総長に, ｢フランスは北京政権を承認しようとしていた｡ しかし毛沢東とソ連
がホ一 ･チ ･ミンを承認 したので,中共承認はわれわれとしては不可能になった｣[Lie1954:
266] と語ったのである｡ しかしそれでもフランスが中共との関係樹立というオプションを完
全に放棄するつもりもなかったことは, 50年 2月16日アチソンと会談した駐米フランス大使
































会談の正確な日時は不明だが,黄鉾は1月 18日以降としている [黄鉾 1987:125]｡銭江に





























































































































はない [ワース 1959:68;McLane1966:436-437]｡ もっとも中国大陸の大半をほぼ完全に
制圧するまでソ連から承認を受けられなかった中国共産党に比べれば,決してまだ優勢とは言
い難い戟閲の渦中にありながら承認を得たベトミンはまだましな方ではあった｡ちなみに東南







































ような意見を聞かされた｡内閣の副首相 [トレー ズ本人である一木之内]が私に, フランス共産
党は,インドシナにおけるフランスの地位の清算人となるのではない かと見なされることを何
としてでも避けたいと思っており,むしろフランス連合の隅々にまでフランス国旗が翻ること



























変化を遂げる. 11月の ｢コミンフォルム｣ 創設とそこでのジダーノフ (AndreiZhdanov)









































れほど目立って真剣味が増 したとは感 じられない,少なくとも中国およびインドネシアに対 し
















パ イクはソ連のホ一 ･チ ･ミン承認が遅れた理由として,既にここまでに述べた解釈の他
に,ホ-が自立的過ぎて ｢アジアのチ トー｣になるのではないか, とモスクワの一部から不安
視されていたことに加え, ソ連軍部の影響 も見逃せないとする｡彼によるとソ連軍部は,1945
年頃は, ベ トミンに勝ち目はない, 負け馬にのるのは得策ではない, と分析 していたが, 50
年頃になるとベ トミンはひょっとすると勝てるかもしれない,との判断に変わってきたという
[pike1987:33]｡15)
以上ソ連によるベ トミン承認の遅れの理由と考えられるものを概括 してみた｡ しかし今ここ
で少々問題としておきたいのは, ソ連のホ一 ･チ ･ミン承認は,対ベ トナム関係の枠内に限っ
てみれば ｢遅い｣が,それを抜きにしてみればむしろ ｢早い｣と捉える観察がこの当時存在 し
たことにある｡
(2) ベ トミン乗認 - 早いか ?
ソ連がベ トミン政府承認を発表 した 50年 1月31日, アメ リカ国務省東欧局長 ヨス ト
(CharlesW.Yost)は一つの覚え書きをしたためた｡彼はその中で, ソ連によるホ一 ･チ ･
ミン承認は不吉な事態だとしつつも,続けてこう記 している｡
ホ-はつい最近まで,共産主義 と自分 との結び付 きを告白することを注意深 く避けてき
た｡ ソ連のプロパガンダも,インドシナの ｢民族解放運動｣を賞賛 しながらも,ホーの体
















































































なかったのか｡結論から言うならばいずれとも断定 Lがたい｡ しかし,成立当初の中ソとベ ト
ミンの友好関係を考える上で,この問題は少なくとも一つの興味深い視角を構成するかもしれ
ない｡
























[石井 1990a:233-234;ノース 1974:第9および10章]｡ しかしそれを差し引くとしても,
以上の証言や記録を読む限りでは,ベトミン援助に関してクレムリンが中国に実質上はぼ全権





























































































































































きジューコフ (当時ソ連科学アカデ ミー 太平洋研究所所長)は,1949年6月,｢巨大ブルジョ
ワジー｣以外のブルジョワを植民地での解放闘争における統一戦線に加入できる階層と事実上
認定する発言をした｡その意味では,劉小奇の演説がモスクワやコミンフォルムのメディアに





















































えよう. それはせいぜい一つの ｢模範｣たり得ても,決して ｢規範｣とはなり得ない.｢ドク
トリン｣がかくの如き扱いを受けたとあれば,実際の中共の ｢指導権行使｣に警戒が芽生えて
いたとしてもさほど怪しむに足りない｡
1951年 11月 12日, ソ連科学アカデミー 東洋研究所で開かれた会議でジューコフは,｢中国
革命の経験は計り知れないほどの意義をもつ｣ としつつも同時に, ｢中国革命をアジアの他の
諸国に於ける人民民主主義革命にとって一種の 『定型』と見なすのは危険であろう｣と釘を刺
した [ibid.:682,687]. ｢模範｣視することにさえ, ソ連はブレーキをかけてきたのである｡



















































(1) ホ一 ･チ ･ミンによる援助要請に至るまで
1979年の中越戦争により中国とベ トナムの関係が極度に悪化 していた 1981年 10月より中
国は,『北京周報』誌に ｢中越関係の真相｣ と題する論説を3回に分けて掲載した｡21)論説は
前近代以来の中越関係を,文化 ･生活 ･習俗の面に至るまで略説 した後で,中共とベトミンの
協力関係の沿革を以下の通り綴り始めている｡





























































































民は孤立無援の状況に置かれている｣(圏点 木之内) と説明した｡更に劉小奇は ｢中共中央
は十分に検討し,毛主席にも報告して同意を得た上で,特殊任務として君を我が党の連絡代表





























をきっぱりと断り, ソ連に行く意向を頑なに言明したとされる｡ 銭江によれば, ｢彼 [ホー]
は,今回出国した主目的はソ連に行ってソ連共産党中央とスターリン本人に会うことであり,
丁度いま毛沢東と周恩来がモスクワにいるのだから,ソ連に行って向こうで一緒に相談した方










































































































































し,顧問としてベ トナムに派遣する工作要員281名の人選を指示した [同上書:3]｡ さらに
4月26日,中央軍事委員会は西北,西南,華東,中南の各軍区および軍事委員会砲兵司令部
に対しても,大隊以上の幹部からそれぞれ 13名をベ トナム派遣要員として抜擢するよう通達












1950年9月16日未明, ドン･ケ [ドン･ケはカオバンとランソンを結ぶ ｢植民地公路4号線Route
Colonial4｣上の重要な戦略拠点である一木之内]のフランス軍陣地に対する攻撃と共に, いわゆ
る ｢レ･ホン･フォン2号作戦｣,中国では ｢辺界戦役｣ と呼ばれる中越国境地帯での一連の
ベ トミン軍による軍事行動の火蓋が切られた｡ ドン･ケのフランス軍基地は,ベ トミン軍相弾












































































































































































於いて,｢撤退｣,｢対峠｣に続 く最終の戦略段階をさす｡ この段階では,戦術的には前 2段階
で中心的だったゲリラ戦,運動戦に代わって陣地戦ないし通常型戦闘の比重が増し,戦闘の主
体はゲリラ,民兵から正規兵力へと移るか,或いは前者が後者に再編成されると規定されてい













































せる議論を著した時, その傍らで, ｢中国に頼ろうとし, 自分自身の努力に依拠しない傾向｣
























やや時期は後になるが,1952年 3月3日米国政府 『国防情報分析報告 NationalInteli-





確かに ｢深刻な｣乳蝶が生じていなかったことは,第 1次インドシナ戦争の終結時まで (更
にはその後も)中国がベトナムに援助を続けた事実で或る程度実証済みとも言い得る｡しかし
1979年中越紛争後ベトナム政府は 『中国白書』 に於いて,第 1次インドシナ戦争からベトナ
ム戦争に至るベトナムの民族解放闘争を,中国は専ら自らの国益保全のためにのみ利用した,
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